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あ
る
上
杉
氏
が
越
後
府
中
の
館
の
詰
め
城
と
し

て
築
城
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

　

１
５
０
７
年（
永
正
4
年
）、
守
護
代
で
あ
っ

た
長
尾
為
景
が
上
杉
定さ

だ
ざ
ね実
を
擁
立
し
て
守
護
上

杉
房ふ

さ
よ
し能
を
追
放
し
た
。
一
説
に
は
、
１
５
０
６

（
永
正
3
年
）、
現
在
の
砺
波
市
で
行
な
わ
れ
た

一
向
一
揆
と
の「
般は

ん

若に
ゃ
の野
の
戦
い
」に
お
い
て
、

包
囲
さ
れ
た
為
景
の
父・
能
景
を
房
能
が
見
捨

て
た
こ
と
を
恨
ん
で
い
た
た
め
と
さ
れ
る
。
新

守
護
と
し
て
定
実
が
越
後
府
中
に
入
る
と
、
長

尾
為
景
が
春
日
山
城
主
と
な
っ
た
。

　

１
５
０
９
年（
永
正
6
年
）、
房
能
の
実
兄
で

あ
る
関
東
管
領・
上
杉
顕あ

き
さ
だ定
が
為
景
に
対
し
て

報
復
の
大
軍
を
起
こ
す
と
、
為
景
は
劣
勢
と
な

　

春
日
山
城
は
、
上
越
市
中
部
に
あ
る
春
日
山

山
頂
に
築
か
れ
、
長
尾
為た

め
か
げ景
、
晴は

る
か
げ景
、
上
杉
謙

信（
長
尾
景か

げ
と
ら虎
）、
上
杉
景か

げ
か
つ勝
の
４
代
の
居
城
と

な
っ
た
。
別
名
を
鉢は

ち
が
み
ね

ヶ
峰
城
と
も
い
う
。「
春
日

山
」の
名
称
は
、
奈
良
の
春
日
大
社
か
ら
分
霊

勧か
ん
じ
ょ
う
請
し
た
春
日
神
社
に
由
来
す
る
。

　

こ
の
城
は
、
南
北
朝
時
代
に
越
後
国
守
護
で

っ
て
定
実
と
と
も
に
佐
渡
国
に
逃
亡
し
た
。
翌

１
５
１
０
年（
永
正
7
年
）に
は
佐
渡
の
軍
勢
を

加
え
反
攻
に
転
じ
、
援
軍
の
高た

か
な
し梨
政ま

さ
も
り盛
の
助
力

も
あ
り
顕
定
を
敗
死
さ
せ
た
。

　

越
後
の
実
権
を
取
り
戻
す
こ
と
に
成
功
し
た

為
景
は
、
自
分
の
姉
妹
を
定
実
に
娶
ら
せ
、
更

に
嫡
男・
六
郎（
の
ち
の
晴
景
）を
定
実
の
猶
子

と
す
る
約
定
を
交
わ
し
、
守
護
上
杉
家
の
外
戚

と
し
て
越
後
の
国
政
を
牛
耳
ろ
う
と
し
た
。
ま

た
、
越
中
国
や
加
賀
国
に
転
戦
し
て
、
神じ

ん
ぼ
う保

慶よ
し
む
ね宗・
椎し

い
な名
慶よ

し
た
ね胤
ら
を
滅
ぼ
し
、
越
中
国
の
新

川
郡
守
護
代
を
任
さ
れ
る
な
ど
勢
力
を
拡
大
。

　

１
５
３
６
年（
天
文
5
年
）、
為
景
は
隠
居
し
、

子
の
晴
景
が
家
督
を
譲
ら
れ
て
春
日
山
城
主
と

な
っ
た
。
父
の
為
景
と
異
な
り
穏
健
な
政
策
を

と
っ
た
晴
景
は
、
領
内
の
国
人
と
の
融
和
を
図

り
、
越
後
に
お
け
る
争
乱
を
鎮
め
る
こ
と
に
は

あ
る
程
度
成
功
し
た
が
、
越
後
国
内
の
情
勢
は

ま
す
ま
す
不
穏
に
な
っ
た
。
城
下
の
寺
院
へ
入

門
し
て
い
た
弟
の
虎
千
代（
後
の
上
杉
謙
信
）が

還
俗
し
て
栃
尾
城
主（
新
潟
県
長
岡
市
）と
な
り
、

反
乱
を
鎮
め
家
中
で
の
名
声
を
高
め
る
と
、
家

臣
の
一
部
の
間
で
謙
信
の
擁
立
を
望
む
よ
う
に

な
り
、
長
尾
家
は
家
中
分
裂
の
危
機
を
迎
え
る
。

そ
こ
で
１
５
４
８
年（
天
文
17
年
）に
は
、
定
実

の
仲
介
の
も
と
に
、
謙
信
に
家
督
を
譲
っ
て
、

晴
景
は
隠
居
す
る
。謙
信
は
、１
５
４
８
年（
天

文
17
年
）12
月
に
入
城
し
た
。

　

さ
て
、
慶
宗
の
死
後
、
神
保
氏
は
落
ち
ぶ
れ

た
が
、
そ
の
子・
長
職
が
神
保
家
の
再
興
を
図

り
、
１
５
４
３
年（
天
文
12
年
）、
神
通
川
を
越

え
て
新
川
郡
に
進
出
、
富
山
城
を
築
き
、
新
川

郡
の
守
護
代・
長
尾
氏
の
代
官
で
あ
る
椎
名

氏
の
領
地
に
圧
迫
を
加
え
た
た
め
、
謙
信
は

越
中
に
攻
め
入
り
、
神
保
氏
は
敗
北
。
し
か

し
、
長
職
氏
は
そ
の
後
も
、
武
田
信
玄
と
通
謀

し
て
、敵
対
し
た
た
め
、１
５
６
２
年（
永
禄
５

年
）、
２
度
に
わ
た
り
、
謙
信
は
侵
攻
。
長
職
は

能
登
畠
山
家
の
仲
裁
で
和
睦
し
、
神
通
川
以
東

を
失
っ
た
が
、
本
領
の
射
水・
婦
負
２
郡
の
支

配
権
は
認
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
１
５
６
８

年（
永
禄
11
年
）、
武
田
信
玄
の
調
略
を
受
け
た

椎
名
康
胤（
や
す
た
ね
）が
突
如
上
杉
家
を
離
反

し
、
一
向
一
揆
と
結
ん
で
武
田
方
に
寝
返
っ
た
。

謙
信
は
激
怒
し
、
大
軍
を
も
っ
て
越
中
に
侵
攻
。

１
５
７
２
年（
元
亀
3
年
）9
月
、
尻し

り
た
れ
ざ
か

垂
坂
の
戦

い（
富
山
市
西
新
庄
）で
大
勝
。
１
５
７
３
年

（
天
正
元
年
）、
信
玄
が
亡
く
な
る
と
、
越
中
の

一
揆
や
土
豪
を
一
気
に
平
定
し
、
大
部
分
を
掌

握
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
加
賀
の
な
か
ば
を
征
服

し
、
能
登
を
も
手
中
に
お
さ
め
た
。
１
５
７
８

年（
天
正
６
年
）、
謙
信
は
春
日
山
城
の
厠
で
倒

れ
、
数
日
後
に
亡
く
な
る
。
後
継
者
を
指
名
し

て
い
な
か
っ
た
為
、
上
杉
景
勝
と
上
杉
景
虎
と

の
相
続
争
い
が
勃
発（
御お

た
て館

の
乱
）。
結
局
、
景

勝
が
勝
ち
、上
杉
家
の
当
主
と
な
っ
た
。
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▲春日山城址の石碑▲広大な城内をひたすら登る

▲上杉謙信公の銅像▲天守閣址からの景色

▲春日山神社▲本丸址


